


 

た程度の関係でも「その節はお世話になりまし

た」と丁寧に礼を述べる。それが日本では「信

頼の積み重ね」になります。これらの文化的特

性が、時には外国人の皆さんにとって働く上で

障壁となることもあるとの事でした。その人の 

特性を見るだけで無く、その人のバックグラウ

ンドを見る。私たち経営者もこうした“文化の違

い”を「壁」にするのではなく、 相手の文化を理

解して「橋」にする、という考え方がこれから

大切になってくると思います。日本社会という

のは、形のあるマニュアルよりも「空気」が優

先される不思議な国という事を私たちは認識す

る必要がある事に気づいた記事でした。 では、

本日もよろしくお願いいたします。 

 

幹 事 報 告 （河島一夫幹事） 

  報告事項（その他のロータリー関係） 

「Japan O.K.ローターアクトＥクラブ創立総会

並びに認証状伝達式」のご案内 

日時：2025 年 6 月 15 日（日）11:30～（登録

開始 11:00） 

場所：ホテル日航大分 オアシスタワー  

３階「紅梅」の間 

登録料 ：8,000 円 

 

<例会変更・取り止め> 

●例会変更 

[熊本中央 RC]  

6 月 13 日（金）の例会は、歳祝い会のため、

同日18:30より「割烹火の国」にて行います。 

[熊本東南 RC]  

6 月 18 日（水）の例会は、慶祝会・新旧役員

交代式のため、同日18:30より「瑞恵」にて行

います。 

●例会取り止め 

[熊本中央 RC]  

6 月 27 日（金）の例会は、定款に基づき、取

り止めます。この日は、サイン受付は行いま

せん。 

[熊本東南 RC]  

6 月 25 日（水）の例会は、クラブ指定の休会

のため、例会は取り止めます。 

委員会報告（山下佳介スマイル担当） 

「ロータリーの友」5月号内容紹介 

報告者：河野景治公共イメージ委員長 

 

出席報告 （山口悦史ｸﾗﾌﾞ管理運営（出席担当） 

 

ス マ イ ル（山下佳介スマイル担当） 

●宮部康弘 君、河島一夫 君 

「ＮＰＯ法人トナリビト代表理事 山下折恵様

のご来訪心より歓迎致します。宜しくお願い

致します。」 

●田上裕章 君 

「タカスギの関連会社、いいねホーム創業第

1号の契約が履行出来た。お客様も大変喜ば

れて気分良かったのでＳｍｉｌｅ。」 

●荒木一之 君、山口悦史 君 

「本日はトナリビト山下様のご来訪を歓迎致

します。卓話楽しみにしております。よろし

くお願い致します。」 

●山下佳介 君 

「ＮＰＯ法人トナリビト代表の山下折恵様の

ご来訪、心より歓迎致します。ちょうど3年

前もご来訪頂きありがとうございます。」 

  会 員 総 数 20名   出 席 率 

５ 

月 

19 

日 

出席免除会員数 0名   

  

  
６０．００％ 

計算上会員数 20名 

出席会員数 12名 

４

月 

21 

日 

前回出席会員数 12名   

  
 

７０．００％  

メークアップ数  2名 

修正出席会員数 14名 

メークアップ済み会員及メークアップ訪問先 

・4/6地区研修協議会 河島 会員 

・4/22 熊本グリーンﾛｰﾀｰｱｸﾄ 荒木 会員 



 

3. 例会プログラム 

紹介者： 山下佳介 会員 

卓話者： 

ＮＰＯ法人トナリビト 代表理事 山下折恵 氏 

演題：「トナリビトの活動について」 

 
ＮＰＯ法人トナリビト代表理事 山下折恵 氏 

 

４. 閉会・点鐘 

例会終了後「次年度 理事役員家庭集会」開催 

 

 

 
 新学期の始まりとともに、新たな米山奨学

生たちが第一歩を踏み出しました。全国各地

で実施されているオリエン テーションの中か

ら、今 回は第 2800 地区(山形) の様子をご紹介

します。 

 
 4 月 5 日 、 山形市内のホテルにて 、「2025

学年度米山奨学生オリエンテーション・カウ

ンセラー説明会」が開催されました。出席し

た奨学生たちは、同地区の芳賀康雄ガバナー

の挨拶の後、 確約書などの書類に署名をし、

正式に米山奨学生となりました。「米山奨学

生・カウンセラースピーチ」では、奨学生た

ちが緊張しながらも自らの夢、奨学生となっ

た喜び、今後の目標を発表。 また、新任のカ

ウンセラーたちからは、「他のロータリー会

員と協力しながら、温かく、そして前向きな

気持ちで奨学生たちを支えていきたい」とい

った意気込みが述べられました。 

 最後に同地区米山学友会について、会長の

ド アン ミン ハオさん(2022-23/山形西 RC)か 

ら活動を紹介。卒業後のつながりの大切さな

どについて、先輩としての経験を伝えました。

全体を通じて奨学生とロータリー会員が和や

かに 交流を深め、心温まる時間となったそう

です。 

 
 2024-25 学年度に博士号取得の報告があっ

た奨学生は 34 人、学友は 22 人、これまでの

累計は 4,205人となりました（5月 13日現在）。 

米山記念奨学会では、博土号を取得した奨学

生・学友へお祝いの腕時計を贈呈しています。

裏ぶたに氏名を刻印した世界に一つだけの腕

時計です。クラブ会員の皆さまに成果を報告

するため、原則としてクラブ例会にて贈呈し

ていただいており、それが学友との交流再開

のきっかけになった、という報告をいただく

ことがあります。博士号を取得した奨学生・

学友がいましたら、当財団事務局へご報告く

ださい。 

【申請方法】 

・ 奨学期間終了後の取得

でも対象です  

・ お届け先は、原則とし

て世話クラブです (納品まで約 2～3 週間かか

ります) 

「学位記の写し」もしくは「学位取得証明書」

と、当財団書式「博士号取得 報告書」の 2 点

を世話クラブから米山奨学会へメールや FAX 

などで送信  

FAX:03-3578-8281 

E-mail: alumni@rotary-yoneyama.or.jp 



 


